
基
礎
資
料

六五四三ニー 豆四三ニー
学
術
研
究

五四三ニー
文

五
高
等
教
育

文
教
施
策
の
進
展
＇
，

1
ー
昭
和
五
七
年
度
の
展
開
と
五
八
年
度
の
展
望
ー
ー
＇

我
が
国
文
敦
の
現
況
：
o
．
…
…
…
'
…
…
•
9
0

.. 
4
 

五
七
年
度
の
文
敦
施
策
の
動
向
・
・
＇
…
…
•
9
,
6

初
等
中
等
教
育

初
等
中
等
教
育
の
概
況
．
，
．．
 

ooo.o.;:・oo.o.mlo 

新
教
育
課
程
の
実
腕
・
・
…
…
…
…
'
•
…
•
•
,
.
1
0

学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
改
善
…
•
•
。
1
2

生
徒
指
導
の
充
実
・
o
........ o.o ... …
…
。
・
・
・
・
認

幼
稚
園
教
育
の
普
及
完
実
：
•
•
•
…
•
;
…
…
·
:
1
4

特
殊
教
育
の
振
輿
…
…
…
…
…
'
•
e......... 15 

敦
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
・
。
•
•
…
…
…
•
•
1
6

教
科
書
の
検
定
及
び
無
償
給
与
制
度
：
：
・
'
認

同
和
教
育
の
振
興
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
..... 。... 。
•
2
0

公
立
学
校
施
設
の
整
備
・
4
...... o
 
..... :・o.o.20 

高
等
敦
育
の
概
況
：
・
・
…
…
…
…
…
…
•
•
•
•
o
.
2
3

大
学
教
育
の
改
善
。
充
実
・
0
... C
…
…
…
…
2
5
 

国
立
大
学
等
の
整
備
・
°
•
…
…
…
•
•
…
…
·
·
:
2
6

大
学
入
学
者
選
抜
方
法
の
改
善
：
．．．． 
00000:29 

忍
月
池
氾
溢
燐
溢
心
麿
羹
ャ
9
心

学
校
給
食
の
充
実
：
…
…
…
・
・
°
·
…
…
…
。
•
4
8

文文国芸文
化化語術化化
施財。文行
設保著化政
の護作のの
整の権振概
備充・興況
；実宗： ： 

： ：教： ： ・。・。・..... ....。..... : : : : : : : : : : 

; i i i : ..... ．．．． ..... 
e 。・・・..... .... 綸: : : : ．．．。・
53 52 51 50 50 

学
術
行
政
の
概
況
・
・
・
゜
…
…
…
…
…
…
…
0
5
0
5
5
5

科
学
研
究
費
の
絋
充
等
・
0口

900
.... :
・
…
…
;
{
O
O
 

重
要
基
礎
研
究
の
推
進
・
o
......... 。
•
°
…
…
•
5
7

学
術
交
流
・
協
力
体
制
の
整
備
；
…
…
…
°
0
5
9

国
際
学
術
交
流
・
協
力
事
業
の
推
進
•
…
•
6
0
1
6
1

国
際
交
流
・
協
力

海外ユ敦留国
外国ネ育学際
子人ス。生交
女にコ文事流
教対を化業。
育す通のの協
のるじ交拡力
振日た流充の
興本教・；概
：語育協：況
：敦協力： ： 
：育力の： ： 
：の等推： ： 
：推：進： ： 

：進： ： ： ； ...... ..... 
・。・・・・
68 67 66 64 63 63 

I

学
校
教
育
…
…
。
．．．．．．．． 
゜3

●C

.

。.... 
°………•70 

学
校
数
／
在
学
者
数
／
敦
員
数
／
女
子
在
学

者
、
女
子
教
育
の
占
め
る
比
率
／
就
園
率
。

体
育
②
ス
ポ
ー
ツ

一
体
育
行
政
の
概
要
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
e
.......... 45 

二
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
。
9
0
"
-
:
.... 。..... :・046 

三
国
際
競
技
力
の
向
上
と
国
際
協
力
の
推

4
 

崖
．．
 

：・o..... .. 
,
:
…
…
…
 ............. 。,
.......... 7
 

四
学
校
保
健
・
学
校
安
全
の
充
実
・
o
.. 
,
 
... 。●ゃ・店

進
学
率
／
学
校
敦
育
人
口
（
在
学
者
数
）
の

推
移

l
l
社
会
教
育
、
体
育
•
-
〈
翠
ー
ツ
＼
文
化
：
：
t
m

社
会
教
育
施
設
数
／
社
会
敦
育
関
係
職
員
数

／
体
育
こ
＾
ボ
ー
ツ
旅
設
数
／
社
会
体
育
指

導
者
数
／
公
立
文
化
施
設
数
／
国
指
定
文
化

財

7
 

孤
学
術
研
究
・
0
0
.
e
•
…
…
…
…
…
…
o
.
o
o
o
o
o

..... 8
 

研
究
主
体
別
研
究
機
関
数
、
研
究
者
数
、
研

究
贅
／
文
部
省
関
係
の
研
究
所
数

w

国
際
交
流
：
゜
•
•
…
…
…
…
;
。
•
…
…
…
…
·
:
7
0
9
7
9

派
遣
／
，
受
入
れ
／
芸
術
家
在
外
研
修
員
数
／

留
学
生
数
／
地
域
別
就
学
形
態
別
海
外
在
留

邦
人
子
女
数

8
 

＞
教
育
財
政
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
e
.
2

歳
出
予
算
／
財
政
投
融
贅
計
画
／
国
の
予
算

額
に
占
め
る
文
部
省
所
管
予
算
の
比
率
の
推

移
／
昭
和
五
八
年
度
文
部
省
所
管
一
般
会
計

予
算
額
の
構
成
／
文
部
省
所
管
昭
和
五
八
年

度
予
算
額
主
要
事
項
別
表
／
教
育
費
総
額
。

公
財
政
支
出
教
育
費
と
国
民
所
得
と
の
関
係

／
財
源
別
敦
育
費
総
額
／
覺
か
な
心
を
育
て

る
施
策
推
進
経
費

文
化
財
紹
介
鬱
紙
本
著
色
狭
衣
物
語
絵
巻
断
簡

（
中
島
博
）

名
作
シ
リ
ー
ズ
鴫
舞
妓
（
解
説
原
田
実
：•
•
9
5
)

闘
文
部
時
隷
昭
和
五
七
年
度
主
内
容
：
゜
c
o
…
…
…
0
9
3

表

紙

渋

谷

裕

カ

ッ

ト

赤

羽

根

秀

一

四―― 十九八七六五四三ニー

四＝一—
社
会
敬
育

概

観

七六五

特
集

大
学
院
の
整
備
充
実
：
…
…
…
…
·
：
…
…•
3
0

育
英
奨
学
事
業
の
充
実
：
·
·
…
…
…
…
…
•
9
3
1

胸
設
の
整
備
。
o
o
.

.

.

.

.

.

 
o
 
... ,; .. 
32 

私
立
学
校
の
概
況
．．．．．．．．．． 
o．,.o .... c
 
.. 
ooo.30535 

私
学
助
成
の
充
実
・
°
:
°
.... 。
。
•
…
…
…
•
•
•
令
0
3
0
5
3
5

専
修
学
校
教
育
の
振
興
：
。
゜
：
゜
°
°
…
... 
37 

社
会
教
育
の
概
要
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
’．,30939 

社
会
教
育
施
設
の
蜜
備
：
，
．．．．．．． 
，＇．， 
．．． ,'•30939 

社
会
敦
育
事
業
の
充
実
・
・
・
e
:
0
.... ,
 
........ 41 

同
和
教
育
の
振
興
・
°
:
・
:
'
°
●
9
9
9
.. 
9, 
.... ,' 
．．． 

認

第

二
七

号

昭
和
五
十
八
平
四
月



来
八
年
間
に
わ
た
る
慎
重
審
議
の
結
果
の
ま
と
め
で
あ
り

一
般
の
社

(1) 

国
語
名
著
作
権
・
宗
教

て
い
る
。

―――――――――――――――――――――特集

近
英
社
会
的
。
経
済
的
諸
条
件
の
変
化
を
背
景
と
し
て
広
く
国
民

の
間
に
多
様
な
文
化
的
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た

r

国
際
化
の
す

う
勢
の
中
で
高
い
水
準
の
す
ぐ
れ
た
芸
術
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
部
省
に
お
い
て
は

う
る
よ
う

r

①
す
ぐ
れ
た
芸
術
文
化
活
動
の
奨
励

r

②
芸
術
鑑
賞
槻
会

の
充
実
、
③
地
方
文
化
活
動
の
振
興
等
の
旅
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

立
戻
我
が
国
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ

r

受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

的
遣
産
を
大
切
に
保
存
し
f
ー
伝
承
し
f
授
世
に
伝
え
る
と
と
心
に
、
広

化
財
に
つ
い
て
継
続
し
て
調
査
研
究
を
進
め
、
指
定
ょ
選
定
の
充
実
を

図
る
と
と
も
応
こ
れ
ら
の
文
化
財
の
管
理
、
修
理
、
防
災
等
の
保
存

警
直
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
形
の
文
化
財
の

た
C

こ
の
う
ち
、

旅
し
た
。

ま
た
、

は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
離
島
e

へ
き
地
公
演
二

0
公
演
を
引
き
続
き
実

巡
回
美
術
展
は
、
国
立
美
術
館
所
蔵
内
外
美
術
名
品

さ
ら
に
、

地
方
に
お
け
る
文
化
活
動
を
振
興
す
る
麓
策
と
し
て
、
昭

和
五
七
年
度
は
、
引
き
続
き
、
恕
道
府
県
が
行
う
芸
術
祭
、
美
術
展
f

巡
回
公
演
等
や
県
高
校
芸
術
文
化
祭
等
の
芸
術
文
化
事
業
を
補
助
し

た
。
ま
う
戻
昭
和
五
七
年
七
月

r

栃
木
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
六

回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
に
対
し
補
助
を
行
っ
た
。
昭
和
五
八

は
、
山
口
県
で
第
七
回
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

か
、
公
立
文
化
会
箆
の
職
員
等
に
対
す
る
研
修
や
、
地
方
で
開
催
さ
れ

る
音
楽
、
演
劇
、
美
術
の
読
習
会
等
に
対
す
る
指
導
者
の
派
遣
を
行
っ

国
語
関
係
で
は
i
p
当
用
漠
字
表
及
び
同
字
体
表
等
の
改
善
に
か

か
わ
る
も
の
と
し
て

r

国
語
審
議
会
か
ら
昭
和
五
六
年
三
月
「
常
用
漠

字
表
」
が
答
申
さ
れ
た
e

こ
の
「
常
用
漠
字
表
」
は
、
昭
和
四
七
年
以

こ
の
ほ 度

展
及
び
現
代
美
術
選
抜
展
愛
合
わ
せ
て
全
国
七
か
所
で
行
っ
た
。

こ
ど
も
芸
術
劇
場
。
青
少
年
芸
術
劇
場
に
お
い
て

く
そ
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

文

文
化
行
政
の
概
況

ikレ
lし

国
民
が
等
し
く
か
か
る
芸
術
文
化
を
享
受
し

各
分
野
の
文

(3) 

文敬施策の進展――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-＿＿――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-=-―――――――――――――――――

記
録
伝
承
の
た
曼
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

優
れ
た
芸
術
文
化
活
動
を
奨
励
す
る
た
め
の
筐
策
と
し
て

r

昭
和
五

七
年
度
は
次
の
各
事
業
を
行
っ
た
。
芸
術
祭
は
、

月
，
主
催
公
演
、
協
賛
公
演
、

公
演
（
作
品
）
の
う
ち
優
秀
な
も
の
に
芸
術
祭
大
賞
。
優
秀
賞
を
授
与

し
た
。
芸
術
家
の
育
成
の
た
め
、
在
外
研
修
は
三
三
人
，
国
内
研
修
は

ず
る
た
め
f

芸
術
選
奨
(

1

0

部
門
に
つ
き
｀
文
部
大
臣
賞
及
び
文
部
大
臣

舞
台
芸
術
創
作
奨
励
特
別
賞
の
授
与
、

優
秀
美
術
作
品
買
上

r

優
秀
映
画
・
こ
ど
怠
向
け
テ
レ
ビ
用
優
秀
映
画

の
製
作
奨
励
金
の
交
付
（
そ
れ
ぞ
雙

に
有
意
毅
な
も
の
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

こ、

ま

f

国
民
の
芸
術
鑑
賞
極
会
の
充
実
を
図
る
麓
策
と
し
て
f
昭
和

五
七
年
度
は
、
全
国
各
地
で
f

芸
術
劇
場
八
一
公
演
、
移
動
芸
術
祭
一
九
一
公
演
の
巡
回
公
演
を
行
っ

会
生
活
で
の
漠
字
使
用
の
目
安
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
答
申
に
基

づ
き

r

昭
和
五
六
年
一

0
月
一
日
付
け
で
内
閣
告
示
：
内
閣
訓
令
が
制

定
さ
れ
た
。

ま
た
、
昭
和
五
七
年
三
月
に
は
第
一
五
期
の
国
語
審
巖
会
が
発
足

し
、
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
の
内
容
上
の
間
題
点
を
中
心
に
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

②
中
国
引
揚
者
に
対
す
る
日
本
語
教
育

昭
和
四
七
年
の
国
交
正
常
化
以
来
f

引
き
揚
げ
て
き
て
い
る
。

五
八
年
応
引
き
続
き
f
中
国
引
揚
者
が
帰
国
後
遭
遇
す
る
日
常
の
各
種

生
活
場
面
に
即
し
た
実
際
的
な
日
本
語
教
材
を
作
成
し
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

ま
た
、

こ
の
教
材
を
用
い
て
引
揚
者
に
日
本
語
教
育
の
指
導
を
行
う

関
係
者
に
対
し
、

必
要
な
指
導
法
の
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

著
作
権
関
係
で
は
、
私
的
録
音
。
録
画
問
題
や
貸
レ
コ
ー
ド
問

題
な
ど
現
行
著
作
権
法
制
定
以
後
に
お
け
る
新
し
い
著
作
物
の
利
用
手

段
の
開
発
普
及
等
に
伴
う
著
作
権
制
度
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
緊
急
性
等
諸
事
情
を
勘
案
し
、
①
著
作
物
の
複
製
物

こ
の
中
国
引
揚
者
の
生
活
適
応
の
円
滑
化
に
役
立
て
る
た
め
、
昭
和

い
わ
ゆ
る
日
中
孤
児
が
次
々
と

- 5 1 -
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体
の
行
う
事
業
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国
芸
術
文
化
の
振

i

0
本
及
び
五
本
）
な
ど
を
行
っ

新
人
賞
）
や
日
本
芸
術
院
賞
、

一
八
人
を
派
遣
し

優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
芸
術
家
，
団
体
を
顕
彰

参
加
公
演
（
作
品
）
を
実
麓
し

参
加

-
0月
1・

芸
術
文
化
の
振
興
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事

業
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f

地

方

公

共

団

体

が

行

う

地

域

伝

承

と

し

て

実

旅

す

る

と

と

も

に

、

重

要

有

形

民

俗

文

化

財

の

保

存

修

理

r

民

俗

文

化

財

に

つ

い

て

に

r

方

言

l
,

民

罰

等

各

種

詞

査

を

補

助

事

業

足

そ

れ

ぞ

れ

旅

設

は

昭

和

五

八

年

度

内

に

完

成

を

み

る

は

こ

び

と

な

谷

区

）

及

び

国

立

文

楽

劇

場

（

大

阪

市

南

区

）

の

建

設

を

進

め

て

き

た

る

。

ま

た

、

新

し

い

国

立

文

化

旋

設

と

し

て

国

立

能

楽

堂

（

東

京

都

渋

重

要

焦

形

文

化

財

に

つ

い

て

保

存

団

体

が

行

う

後

継

者

養

成

等

の

事

げ

る

こ

れ

ら

の

腕

設

の

入

場

者

総

数

は

約

三

八

二

万

人

と

な

っ

て

い

理

施

設

設

置

等

の

事

業

に

対

す

る

補

助

を

行

っ

た

。

史

跡

等

に

つ

い

て

は

、

歴

史

的

に

由

緒

の

あ

る

史

跡

等

の

整

備

を

促

進

す

る

よ

う

史

跡

等

保

存

整

備

事

業

に

対

す

る

補

助

金

r

さ

ら

に

史

跡

等

の

保

存

の

た

め

、

土

地

を

公

有

化

し

f

}

廻

構

の

保

存

、

活

用

を

図

る

よ

う

地

方

公

共

団

体

の

行

う

史

跡

等

の

買

上

げ

に

つ

い

て

補

助

金

を

計

上
し
た
。
ま
芦
特
別
史
跡
平
城
宮
跡
お
よ
び
飛
烏
•
藤
原
宮
跡
等
の

発

掘

調

査

お

よ

び

整

備

を

実

旅

し

た

。

埋

蔵

文

化

財

に

つ

い

て

は

都

市

化

の

進

展

r

開

発

事

業

の

急

速

な

増

大

に

伴

い

そ

の

保

存

が

各

地

で

問

題

に

な

っ

て

お

り

、

こ

れ

に

対

応

す

る

た

め

発

掘

謁

査

に

対

す

る

補

助

金

を

計

上

し

、

助

成

し

た

。

ま

た

、

天

然

記

念

物

（

カ

モ

ジ

カ

、

ツ

J

V

)

の

食

害

が

大

き

な

社

会

問

題

と

な

っ

て

い

る

た

め

、

幼

樹

保

設

、

保

護

柵

設

置

f

捕

獲

f

保

護

管

業

お

よ

び

重

要

燕

形

文

化

財

保

持

者

に

対

し

て

特

別

助

成

金

を

計

上

し

た

ほ

か

、

公

開

事

業

へ

の

補

助

を

行

っ

た

。

ー
文

化

の

振

興

に

は

各

種

の

文

化

施

設

が

重

要

な

役

割

を

果

た

し

て

い

国

立

文

化

施

設

の

整

備

五
文
化
施
設
の
整
備

こ。
7
,
 

t
 こ。f

 

外

流

出

を

避

け

る

等

の

た

め

、

国

に

お

い

て

買

上

げ

を

行

っ

た

。

｀

活

動

や

記

録

作

成

等

伝

承

の

た

め

の

補

助

金

を

計

上

し

て

助

成

を

行

っ

ま

芦

文

化

財

の

保

存

に

不

可

欠

な

文

化

財

保

存

技

術

に

つ

い

て

、

そ

の

伝

承

に

必

要

た

後

継

者

養

成

等

の

事

業

に

対

す

る

補

助

を

行

っ

昭

和

五

八

年

度

に

お

い

て

は

、

昭

和

五

七

年

度

に

引

き

続

き

f

文

化

財

の

保

存

こ

活

用

の

事

業

の

充

実

に

努

め

る

こ

と

と

し

て

い

る

。

館

三

館

r

る

が

、

昭

和

五

八

年

一

―

一

月

現

在

、

国

立

の

文

化

麓

設

と

し

て

は

、

博

物美

術

館

四

館

及

び

国

立

劇

場

が

あ

り

、

昭

和

五

六

年

度

に

お

り

｀

．

両

施

設

と

も

昭

和

五

八

年

度

内

に

開

場

す

る

予

定

で

あ

る

。

ま

た

、

オ

ペ

ラ

、

バ

レ

ニ

、

現

代

舞

踏

、

現

代

演

劇

等

の

舞

台

芸

術

海

て

い

る

。

法

入

事

務

担

当

者

の

た

め

の

研

修

会

を

充

実

さ

せ

こ

と

と

な

っ

ま
た
｀
~
昭
和
五
八
年
度
か
ら
は
、
宗
教
法
人
及
び
都
道
府
県
の
宗
教

宗

教

年

鑑

を

発

行

し

た

。

県

に

お

け

る

認

証

事

務

に

対

す

る

指

導

、

宗

教

法

人

の

管

理

運

営

の

適

正

化

を

図

る

た

め

の

研

修

会

の

開

催

。

資

料

の

作

成

f

宗

教

法

人

の

活

動

等

に

関

す

る

詞

査

の

報

告

書

を

作

成

す

る

と

と

応

に

、

宗

務

時

報

・

昭

和

五

七

年

度

に

お

い

て

は

、

国

宝

。

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

た

建

造

物

p

美

術

工

芸

品

や

重

要

伝

統

的

建

造

物

群

に

つ

い

て

r

文

化

財

保

護

の

実

効

を

確

保

す

る

た

め

、

計

画

的

に

保

存

修

理

や

防

災

事

業

を

行

う

た

め

の

補

助

金

及

び

国

指

定

文

化

財

の

管

理

の

万

全

を

抑

ナ

る

た

め

防

災

設

備

の

保

守

点

良

小

修

理

等

文

化

財

の

維

持

管

理

の

た

め

の

国

宝

。

重

要

文

化

財

等

（

美

術

工

芸

品

）

の

散

逸

を

防

止

し

、

補

助

金

を

計

上

し

、

こ

れ

ら

の

事

業

に

つ

い

て

助

成

を

行

っ

た

。

さ

ら

こ

囀lrv 

九

件

選

定

さ

れ

て

い

る

。

(4) 

宗

務

行

政

関

係

で

は

、

宗

教

法

入

の

規

則

等

の

認

証

、

都

道

府

作

権

審

議

会

第

六

小

委

員

会

を

新

た

に

発

足

さ

せ

た

。

護

す

る

こ

と

と

し

た

場

合

の

問

題

点

等

の

詞

査

研

究

を

行

う

た

め

、

著

ま

た

の

た

め

の

複

製

）

の

明

確

化

等

r

を

対

象

と

し

て

著

作

権

法

の

改

正

等

の

作

業

に

着

手

す

る

こ

と

と

な

り

、

著

作

権

審

議

会

に

お

け

る

審

議

を

行

っ

て

い

る

。

コ

ン

ピ

ュ

ー

ヌ

。

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

を

著

作

権

制

度

に

よ

り

保

一

四

七

件

（

美

術

工

芸

品

九

r

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

（

特

別

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

を

含

む

。

）

: 

四

五

件

r

重

要

燕

形

文

化

財

保

持

者

各

個

指

定

五

0件
。

総

合

指

定

七

保

持

団

体

―

一

件

、

重

要

有

形

民

俗

文

化

財

一

四

五

件

f

重

要

無

形

民

俗

文

化

財

―

―

七

件

、

重

要

伝

統

的

建

造

物

群

保

存

地

区

一

九

地

区

と

な

っ

て

い

る

。

こ

の

ほ

沿

文

化

財

の

保

存

の

た

め

に

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

伝

統

的

な

技

術

又

は

技

能

が

f

選

定

保

存

技

術

と

し

て

三

一

九

一

件

、

建

造

物

一

、

九

五

六

件

）

④

闘

接

糧

条

約

へ

の

加

入

、

の

事

項

定

。

選

定

し

て

い

る

文

化

財

は

一

万

ー

ド

製

作

者

の

櫂

利

の

取

扱

い

f

②

「

①

」

の

事

項

と

関

連

し

、

貸

レ

コ

ー

ド

に

関

す

る

実

演

家

、

の

③

著

作

極

法

第

三

0条（
私

的

使

用

レ

コ

の

取

扱

い

及

び

こ

れ

と

関

連

し

て

映

両

の

頒

布

櫂

の

見

直

し

昭

和

五

八

年

三

月

一

日

現

在

、

文

化

財

保

護

法

に

基

づ

き

r

国

か

指

重

要

文

化

財

（

国

宝

を

含

む

。

）

四
文
化
財
保
類
の
充
実
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ま
た
f

歴
史
民
俗
資
料
賠
は
地
域
社
会
の
民
俗
文
化
財

r

歴
史
資

化
会
館
（
固
定
席
五
0
0席
以
上
の
ホ
ー
炉
を
も
つ
も
の
）
は

劇
場
、

美
術
展
示
場
等
の
横
能
を
も
つ
公
立
文
化
会
館

の
殿
堂
と
な
る
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

関
係
方
面
よ
り
強
い
要
望
が
あ
り
f
昭
和
四
六
年
度
に
調
査
費
を
計
上

し
て
以
来
設
立
準
備
を
推
進
し
て
き
た
が
i
．
昭
和
五
八
年
度
に
は
f

境
整
備
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
設
立
準
備
事
務

地
方
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
文
化
会
舘

r

歴
史
民
俗
資

料
館
等
の
公
立
の
文
化
旅
殷
の
建
設
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

音
楽
堂

r

は
地
域
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
言
要
な
役
割
を
景

た
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
七
年
度
に
は
、
ニ
―
飴
に
つ
い
て
補
助
金
を

交
付
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

r

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
文

と
な
っ
た
。

ニ
四
五
飼

粁
考
古
資
料
を
収
集
、
保
存
、
活
用
す
る
た
め
の
厖
設
で
あ
る
が
、

昭
和
五
七
平
度
に
は
三
五
陪
に
つ
い
て
補
助
し
た
ほ
か
、
埋
蔵
文
化
財

調
査
七
ン
タ
ー
八
焙
に
補
助
金
を
交
吋
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
補
助
金
の

②
地
方
文
化
施
設
の
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

か
ね
て
か
ら

交
付
を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
歴
史
民
俗
資
料
館
は
一
二
四

0
館、

化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
は
一
九
館
と
な
っ
て
い
る
。

埋
蔵
文
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座
談
会

特
集

ー

，

＇

ー

ー

，

1
叶
り

教
育
課
程
の
創
意
工
夫

敦
育
課
程
還
営
の
今
日
的
課
題

習
指
導
改
善
の
視
点

解

説

育
課
程
の
現
状
と
課
題

事
例
紹
介

森
県
立
三
戸
高
等
学
校

良
県
敦
育
委
員
会

東
区
立
蓬
莱
中
学
絞

木
県
南
那
須
町
立
江
川
小
学
校

号

目

中
島

章
夫

斎

藤

義

光

河

野

重

男

ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し
た
学
校
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
て

（
出
席
者
）
奥
田
真
丈
。
北
尾
倫
彦
魯
稽
山

鈴
木
馘
太
郎
・
加
地
正
義

（
司
会
）
熱
海
則
夫

盟
か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
指
す
敦
育
課
程

郷
子

辰

野

千

寿

▽
去
る
三
月
に
二
年
間
の
任
期
を
終
え
て
解

散
し
た
第
二
臨
鯛
の
審
議
の
過
程
で
f
文
部

省
の
名
称
を
「
文
化
学
術
敦
育
省
」
に
し
た

ら
ど
う
か
と
い
う
案
が
出
て
、
話
題
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
末
は
と
も
か
く
と

し
て
、
文
部
省
の
所
掌
事
務
は
、
敦
育
、
学

術
、
文
化
の
各
分
野
に
わ
た
る
非
常
に
広
範

な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
文
敦
行
政
も
こ
の

広
範
な
詰
領
域
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
五
七
年
度
の
ゼ
ロ
ジ
ー

リ
ン
グ
f
}
ユ
八
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン

グ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
推
進
葱
と

も
な
る
べ
き
国
家
財
政
は
、
目
下
の
と
こ
ろ

梃
め
て
厳
し
い
伏
況
に
あ
る
。

▽
し
か
し
な
が
ら
、
「
敦
育
は
国
家
百
年
の

大
計
」
と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
f
教
育
、
学

術
、
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
は
国
政
の
基

本
で
110
あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
事
情
の

下
に
お
い
て
も
、
長
期
的
展
望
の
下
に
p
地

道
な
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

▽
本
号
は
、
文
部
省
が
出
し
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
敦
育
白
書
が
ほ
ぽ
五
年
ご
と
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
万
昭
和
五
七
年
度
に
お
け
る
文

敦
施
策
の
展
開
を
中
心
に
、
五
八
年
度
の
展

望
を
含
め
て
、
文
敦
行
政
全
般
に
わ
た
る
最

迂
の
動
向
を
盛
り
込
む
よ
う
努
め
た
つ
も
り

で
あ
る

e

昨
年
に
続
い
て
の
試
み
で
あ
る

が
、
今
後
と
も
徐
々
に
内
容
を
充
実
し
て
い

き
た
い
。

（
企
画
室
）
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